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良識のある
議会の確立を

議会は千代田　
町民のため

住んでみたい町
実現しよう

議席番号11

青
あお

木
き

國
くに

生
お

　　　　（75歳）

議席番号10

細
ほそ

田
だ

芳
よし

雄
お

　　　　（69歳）

議席番号９

柿
かき

沼
ぬま

英
ひで

己
み

　　　　（55歳）

議 長 襟
えり

川
かわ

仁
ひと

志
し

議席番号12　（53歳）

　６期24年の実績をもとに、良

識と活性ある議会の確立に努める

と共に、「安心して暮らせる・ひ

とにやさしい町づくり」のために

頑張るつもりです。

　今後ともよろしくお願い申し上

げます。

　５期目の議員に入れたことは、

多少なりとも今日までの議員活動

が評価されたと思うところであり

ます。

　新議員が多い中、皆と協力しな

がら、良い町づくり・良い議会づ

くりに邁進致します。

　光栄に思うと同時に、責任の重
さと使命の大きさに身の引き締ま
る思いであります。
　選挙公報で掲げました公約の実
現に向け、努力いたします。元気
で豊かな町づくりのため誠意を
持って取り組みます。
　町民の皆様の尊い思いを、大切
にしながら、頑張りたいと思いま
すので、これからもよろしくお願
い致します。

3月13日に行われた町議会議員選挙において、
町民の皆さんから選出された議員をご紹介します。

町民生活向上のため
スピード感を持って全力投球

　

こ
の
た
び
、
町
議
会
議
員
選
挙
後
の
初
議
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位

の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
及
び
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
十
分
認
識
し
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運

営
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
近
年
複
雑
化
し
て
お
り
、

本
格
的
な
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
地
域
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
活
か
し
た
自
律
的
で
持
続
的
な
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
方
創
生
を
旗
印
に
活
力
を
持

続
し
て
い
く
た
め
の
施
策
と
し
て
、
雇
用
の
創
出
や
定
住
促
進
、
結
婚
・

子
育
て
支
援
な
ど
様
々
な
事
業
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
民
生
活
向
上
の
た
め
、
本
町
の
諸
課
題
を
町
執
行
部
と

と
も
に
、
議
会
の
立
場
で
幅
広
く
調
査
検
討
し
、
町
民
各
位
の
ご
期
待

に
沿
え
る
よ
う
、
全
力
で
頑
張
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
た
ち
の
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

副議長 髙
たか

橋
はし

祐
ゆう

二
じ

議席番号７　（53歳）
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皆様の目線で
町づくり

21世紀の
新しい議会へ

皆様と共に
元気な町づくり

議席番号８

小
こ

林
ばやし

正
まさ

明
あき

　　　　（69歳）

議席番号４

大
おお

谷
や

純
じゅん

一
いち

　　　　（44歳）

議席番号２

酒
さか

巻
まき

広
ひろ

明
あき

　　　　（42歳）

住みやすく
安心できる町を
議席番号５

森
もり

　 雅
まさ

哉
や

　　　　（52歳）

　
皆様の声を大切
に議会活動

輝ける千代田町
のために

町民が主役の
故郷づくり

議席番号６

川
かわ

田
た

延
のぶ

明
あき

　　　　（65歳）

議席番号３

橋
はし

本
もと

和
かず

之
ゆき

　　　　（43歳）

議席番号1

大
おお

澤
さわ

成
なる

樹
き

　　　　（40歳）

　皆様と町政のパイプ役として、

町発展のお役に立つべく活動させ

ていただきます。

　住んでよかった千代田町「安全・

安心・元気な町づくり」のため、

誠心誠意全力で取り組んでまいり

ます。どうぞよろしくお願い申し

上げます。

　再び議会で頑張る事ができると
共に責任の重さを痛感しておりま
す。今後は町民の意見をよく聞き、
安心して暮らせる町づくりに全力
投球します。　　
　新町長が誕生し、今後の手腕が
期待されます。執行部と議会がう
まく機能し町の発展につながるよ
うに頑張りますので、今後ともご
指導を宜しくお願いいたします。

　町民の皆様の代表として、今ま
での社会経験を活かしつつ、議員
の役割をしっかりと務めさせてい
ただきます。
　また、千代田町の将来について
多くの方々とよく話し合いをして
いきたいと考えております。
　皆様のご期待に沿えるよう精進
してまいります。

　この度、福祉産業常任副委員長
を仰せつかり、議会議員としてス
タートに立つ事が出来ました。ま
た、これからは更に信頼されるよ
う議会活動に励んでいく所存でご
ざいます。
　町民の皆様は議員の監視役、議
員は執行部の監視役という事を肝
に銘じてがんばって参ります。
　これからもよろしくお願い申し
上げます。

　新人らしく緊張感を持ちながら

町と人の絆を深め、人と緑の調和

を図り、町民の皆様と共に「千代

田町に住んで良かった」と思える

環境作りに精一杯取り組みますの

で、これからもより一層のご指導

をよろしくお願いいたします。

　千代田町が今何をなすべきか？
を真撃に受け止め、安全で安心な
町、そして地産地消で元気なまち
を創っていくため、精一杯活動し
てまいります。
　議会一年生でありますが、この
町で暮らす皆様が、笑顔で語り合
えるよう、スピード感を持って、
誠実に取り組んでまいります。
　今後とも町民の皆様のご指導賜
りますよう宜しくお願い申し上げ
ます。

　如何なる組織や集団もそこにど
のような人物が所属しているかで
評価や印象が左右されると思って
おります。
　千代田町の議員として相応しく
議会をより活性化できるように。
また、千代田町の益々の発展と魅
力向上に貢献できるように。一層、
自己研鑽に励む所存です。
　今後とも皆様からのご指導ご鞭
撻を宜しくお願い申し上げます。
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議　長
副議長

福祉産業常任委員会

議会広報編集委員会

総務文教常任委員会

議会運営委員会

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

　

◎
館
林
地
区
消
防
組
合
議
会

　
　
　

川
田　

延
明　
　

森　
　

雅
哉

　

◎
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
議
会

　
　
　

髙
橋　

祐
二　
　

橋
本　

和
之

　

◎
館
林
衛
生
施
設
組
合
議
会

　
　
　

酒
巻　

広
明　
　

大
澤　

成
樹

　

◎
大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生
施
設
組
合
議
会

　
　
　

襟
川　

仁
志　
　

大
谷　

純
一

　

◎
太
田
市
外
三
町
広
域
清
掃
組
合
議
会

　
　
　

襟
川　

仁
志

　

◎
群
馬
東
部
水
道
企
業
団
議
会

　
　
　

襟
川　

仁
志

所管課…住民福祉課・環境保健課・経済課・
　　　　都市整備課・農業委員会

町民と議会のかけ橋となり、読みやす
く親しまれる議会だより「大河」の編
集を行います。

所管課…総務課・財務課・会計課・
　　　　教育委員会

円滑な議会運営を行うために、議会運
営の全般について協議し、意見調整を
図ります。

委　
員　
長　

髙
橋　

祐
二

副
委
員
長　

大
谷　

純
一

委　
　

員　

青
木　

國
生

　
　
　
　
　

細
田　

芳
雄

　
　
　
　
　

森　
　

雅
哉

　
　
　
　
　

橋
本　

和
之

委　
員　
長　

小
林　

正
明

副
委
員
長　

森　
　

雅
哉

委　
　

員　

髙
橋　

祐
二

　
　
　
　
　

川
田　

延
明

　
　
　
　
　

大
谷　

純
一

　
　
　
　
　

橋
本　

和
之

　
　
　
　
　

酒
巻　

広
明

　
　
　
　
　

大
澤　

成
樹

委　
員　
長　

川
田　

延
明

副
委
員
長　

酒
巻　

広
明

委　
　

員　

柿
沼　

英
己

　
　
　
　
　

小
林　

正
明

　
　
　
　
　

大
澤　

成
樹

委　
員　
長　

小
林　

正
明

副
委
員
長　

柿
沼　

英
己

委　
　

員　

青
木　

國
生

　
　
　
　
　

細
田　

芳
雄

　
　
　
　
　

髙
橋　

祐
二

　
　
　
　
　

川
田　

延
明

襟川仁志
髙橋祐二

新
体
制

新
体
制

　

ス
タ
ー
ト
！

　

ス
タ
ー
ト
！

平成28年

第２回臨時会

4 1
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平成28年

第１回臨時会

平成28年

第１回定例会

一般会計予算の概要
　歳入では、町税が前年度比0.7％

減の21億5,432万円を見込み、地

方交付税や国庫支出金及び各種交

付金は、実績を踏まえ最大限の金

額が計上されました。

　歳出では、将来にわたり持続可

能な財政構造を構築するととも

に、地方創生関連事業や西保育園

園舎増築事業・東西学童保育所な

どの事業を実施することから、前

年度比5.8％増の２億5,900万円の

増額となりました。

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計

予
算
の
総
額
は
、47
億
１
，

５
０
０
万
円
で
、
前
年
度

比
２
億
５
，９
０
０
万
円

の
５
・
８
％
増
の
予
算
と

な
り
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
に
伴
う
経

常
経
費
の
自
然
増
に
加

え
、
東
西
小
学
校
や
総
合

体
育
館
・
温
水
プ
ー
ル
等

の
教
育
施
設
の
改
修
事
業

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
で

は
、
新
た
に
０
歳
児
保
育

室
等
の
西
保
育
園
園
舎
増

築
工
事
を
行
い
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図
ら

れ
、
ま
た
西
小
学
童
ク
ラ

ブ
も
施
設
増
築
工
事
が
完

了
し
、
４
月
よ
り
新
施
設

で
の
運
営
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
東
小
学
童
ク
ラ
ブ
も

今
年
度
に
移
転
が
計
画
さ

れ
る
等
、
子
育
て
環
境
充

実
の
た
め
の
取
り
組
み
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
た
に
地
方

創
生
に
係
る
各
種
事
業
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
で
、
将
来
に
向

け
た
活
力
あ
る
千
代
田
町

の
実
現
を
目
指
す
予
算
編

成
と
な
り
ま
し
た
。

　平成28年第１回臨時会が、２月18日から26日までの９日間の
会期で開かれ、平成27年度一般会計・特別会計補正予算や、平成
28年度一般会計・特別会計予算など議案29件、承認１件、諮問１
件が上程され、慎重なる審議を行いました。第１回定例会では３名
の議員が一般質問に立ち、町の考え方について質問しました。

平
成
28
年
度　

一
般
会
計
予
算

47
億
１，
５
０
０
万
円

た
め
の

東小学童クラブの移転予定地東小学童クラブの移転予定地

31▼2 18 226
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予算審査予算審査特別委員会特別委員会
平成28年度の各会計予算を審議するため
特別委員会を設置し、詳細に審議しました。
その中で出された質疑の一部を紹介します。

◎事件名
議案第25号　平成28年度千代田町一般会計予算

議案第26号　平成28年度千代田町国民健康保険特別会計予算　

議案第27号　平成28年度千代田町後期高齢者医療特別会計予算

議案第28号　平成28年度千代田町介護保険特別会計予算

議案第29号　平成28年度千代田町下水道事業特別会計予算

◎審査年月日
平成28年２月23日・24日

◎委員会構成
議員全員
　 委 員 長：金子孝之
　 副委員長：襟川仁志　

経
済
課
・
農
業
委
員
会

問

圃ほ

場じ
ょ
う

整
備
工
事
費

に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度

の
整
備
予
定
は
。

答

赤
岩
地
区
で
認
定
農

業
者
の
方
の
耕
作
地
を
対

象
に
考
え
て
い
ま
す
。
耕

作
者
の
方
と
相
談
し
、
今

現
在
、
実
施
可
能
な
圃
場

の
選
定
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
工
事
時
期

は
、
平
成
27
年
度
同
様
、

稲
刈
り
後
の
秋
以
降
を
考

え
て
い
ま
す
。

問

商
業
立
地
補
助
金
に

つ
い
て
、現
在
の
状
況
は
。

答

平
成
27
年
度
に
１
事

業
所
分
が
終
了
し
、
平
成

28
年
度
に
４
事
業
所
が
終

了
し
ま
す
。
平
成
29
年
度

に
２
事
業
所
、
平
成
30
年

度
で
現
在
交
付
し
て
い
る

事
業
所
が
す
べ
て
終
了
予

定
で
す
。

問

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
の
交
付
要
件
は
。

答

既
存
の
住
宅
を
増

築
・
改
装
し
た
場
合
に
、

補
助
率
を
10
％
と
し
、
最

大
で
20
万
円
の
補
助
金
を

交
付
す
る
予
定
で
す
。
近

隣
自
治
体
の
交
付
要
件
を

参
考
に
、
さ
ら
に
詳
細
な

要
件
を
詰
め
て
い
き
ま

す
。

問

森
林
病
害
虫
防
除
事

業
の
予
算
が
年
々
増
加
し

て
い
る
が
、原
因
は
何
か
。

ま
た
防
除
以
外
の
方
法
は

な
い
の
か
。

答

業
者
の
コ
ス
ト
的
な

も
の
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
処
理
本
数
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
原
因
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
伐
倒
す
る

だ
け
で
な
く
、
再
生
事
業

に
つ
い
て
、
今
後
考
え
て

い
き
ま
す
。

問

観
光
資
源
の
開
発
・

振
興
に
つ
い
て
、
平
成
28

年
度
に
は
新
た
な
取
組
み

を
考
え
て
い
る
か
。

答

グ
ル
メ
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
町
内
外
に
配
布
予

定
で
、
こ
れ
を
起
爆
剤
に

町
外
か
ら
の
流
動
人
口
の

増
加
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

観
光
看
板
の
設
置
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年

度
は
こ
れ
ら
を
活
用
す
る

形
で
進
め
て
い
き
ま
す
。よみがえれ松林よみがえれ松林
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問

新
規
事
業
の
農
業
用

機
械
購
入
費
補
助
金
の
対

象
者
を
伺
う
。

答

認
定
農
業
者
を
対
象

に
考
え
て
い
ま
す
。
要
件

等
の
理
由
で
国
や
県
の
補

助
事
業
が
該
当
し
な
い
場

合
に
、
対
応
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

総
務
課

問

電
算
シ
ス
テ
ム
の
ク

ラ
ウ
ド
化
に
よ
り
経
費
削

減
で
き
る
と
考
え
る
が
、

本
町
で
の
取
組
み
を
伺

う
。

答

県
内
・
郡
内
の
動
向

を
踏
ま
え
、
担
当
者
で
検

討
し
て
い
ま
す
。
本
町
で

の
シ
ス
テ
ム
入
替
え
予
定

で
あ
る
平
成
28
年
９
月
ま

で
に
調
査
研
究
し
、
結
論

を
出
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

問

地
方
創
生
に
つ
い
て

定
住
移
住
促
進
事
業
等
の

町
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

答

３
月
に
地
方
創
生
事

業
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を

作
成
し
、
毎
戸
配
布
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
広

報
等
に
よ
り
、
町
民
に
漏

れ
の
な
い
よ
う
に
周
知
を

行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

問

空
家
等
実
態
調
査
委

託
料
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
委
託
内
容
を
伺
う
。

答

町
内
の
空
家
の
実
態

調
査
、
所
有
者
の
把
握
と

意
向
調
査
を
行
う
も
の
で

す
。

問

本
町
は
自
主
防
災
組

織
が
少
な
い
よ
う
だ
が
、

組
織
を
増
や
す
施
策
は
。

答

地
元
の
区
長
に
自
主

防
災
組
織
を
作
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
依
頼
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

地
域
防
災
計
画
策
定

業
務
委
託
料
の
具
体
的
内

容
は
。

答
平
成
27
年
度
に
見
直
し

を
行
っ
た
地
域
防
災
計
画
の

素
案
を
元
に
、
平
成
28
年
度

は
防
災
会
議
を
開
き
、
国
・

県
の
防
災
計
画
と
整
合
す
る

よ
う
、
９
月
を
め
ど
に
正
式

な
も
の
を
作
成
す
る
委
託
料

で
す
。

問

公
共
交
通
機
関
に
よ

る
遠
距
離
通
学
者
助
成
事

業
の
対
象
者
等
を
伺
う
。

答

平
成
28
年
４
月
か

ら
、
大
学
・
専
門
学
校
・

高
校
等
の
通
学
に
、バ
ス
・

電
車
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
を
利
用
す
る
際
の
定
期

券
に
つ
い
て
、
助
成
を
行

い
ま
す
。
月
額
の
実
質
負

担
額
の
２
分
の
１
を
助
成

し
、
１
万
円
を
限
度
に
検

討
し
て
い
ま
す
。

住
民
福
祉
課

問

西
保
育
園
の
園
舎
増

築
に
関
し
、
具
体
的
な
規

模
等
を
伺
う
。

答

２
歳
児
以
下
の
園
児

を
対
象
に
約
81
坪
程
度
の

施
設
を
予
定
し
、
０
歳
児

用
を
１
室
、
１
・
２
歳
児

を
想
定
し
た
部
屋
を
２
部

屋
、
及
び
静
養
、
相
談
室

と
し
て
使
え
る
ス
ペ
ー
ス

も
確
保
予
定
で
す
。

教
育
委
員
会

問

ヤ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に

つ
い
て
、
近
隣
と
提
携
し

て
い
く
計
画
は
あ
る
か
。

答

町
単
独
で
は
難
し
い

の
で
、
館
林
市
と
連
携
を

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
隣
市
町
に
働
き
か
け
を

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

問

奨
学
金
貸
付
事
業
に

つ
い
て
、
申
込
者
の
具
体

的
な
数
値
は
。

答

１
人
当
た
り
年
間
60

万
円
の
方
が
18
名
、
42
万

円
の
方
が
１
名
で
す
。
新

規
を
60
万
円
で
10
名
見
積

り
し
、現
在
審
査
中
で
す
。

問

奨
学
金
予
算
に
余
裕

が
あ
る
場
合
に
審
査
基
準

を
緩
和
す
る
等
、
多
く
の

人
に
利
用
を
促
せ
な
い

か
。

答

が
ん
ば
っ
て
い
る
方

に
貸
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
町
独
自
の
基
準
を
教

育
委
員
会
で
定
め
て
い
ま

す
。
予
算
に
余
裕
が
あ
る

場
合
は
、
今
後
の
検
討
課

題
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。環

境
保
健
課

問

本
町
の
下
水
道
普
及

率
及
び
全
国
・
県
の
数
値

を
伺
う
。

答

平
成
26
年
度
の
デ
ー

タ
に
な
り
ま
す
が
、
本
町

の
普
及
率
は
23
・
７
％
で

す
。
県
平
均
で
は
、
51
・

９
％
で
、全
国
平
均
で
は
、

77
・
６
％
で
す
。

問

下
水
道
の
整
備
が
完

了
し
た
が
、
そ
の
後
接
続

し
て
い
な
い
方
の
件
数

は
。

答

数
字
的
な
把
握
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
整
備
を
行

い
、
接
続
を
し
て
完
了
と

な
る
も
の
で
す
の
で
、
既

存
住
宅
を
対
象
に
し
て
い

る
接
続
補
助
金
を
全
面
に

押
し
出
し
、
接
続
件
数
の

底
上
げ
を
し
て
い
き
た

い
。
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建
設
水
道
課

問

新
規
工
業
団
地
の
現

在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答

引
き
続
き
企
業
へ
営

業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

国
と
農
政
協
議
が
再
開
で

き
る
よ
う
、
県
と
協
議
中

で
す
。

問

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
ち

よ
だ
の
販
売
状
況
と
今
後

の
展
望
を
伺
う
。

答

総
区
画
の
約
５
割
程

度
が
販
売
済
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。建
売
り
業
者
や
、

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
民

間
業
者
と
も
協
力
し
、企

業
局
と
一
体
と
な
っ
て
進

め
て
い
き
た
い
。

問

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
西

側
の
進
捗
状
況
は
。

答

造
成
工
事
後
、
１
月

末
で
確
定
測
量
等
も
完
了

し
ま
し
た
が
、
進
出
企
業

の
確
定
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。

問

都
市
計
画
道
路
に
つ

い
て
交
付
金
が
減
っ
て
い

る
と
あ
る
が
、
平
成
30
年

に
目
標
達
成
で
き
る
か
、

ル
ー
ト
等
計
画
の
変
更
は

必
要
な
い
か
。

答

交
付
金
が
少
な
い
と

い
う
こ
と
で
町
の
負
担
が

増
え
る
が
、
平
成
30
年
度

を
目
標
に
進
め
て
い
き
た

い
。
ル
ー
ト
変
更
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
。

問

赤
岩
・
新
福
寺
線
と

広
域
農
道
接
続
の
ル
ー
ト

検
討
を
28
年
度
に
行
な
う

と
い
う
こ
と
だ
が
、
都
市

計
画
道
路
と
し
て
進
め
る

の
か
。

答

接
続
に
つ
い
て
は
、

出
来
る
だ
け
多
く
の
交
付

金
を
活
用
す
べ
く
、
通
常

の
新
設
道
路
事
業
と
し
て

進
め
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
明
和
町
と
連
携

し
、
県
を
含
め
た
勉
強
会

を
設
置
し
て
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
館
林
土
木
事
務
所

と
調
整
中
で
す
。

項　　 目 予 算 額 対 前 年 度
増 減 額 備　　　考

国民健康保険
特別会計

16億5,693万円 4,036万円
特定健診の受診率向上に向けた取り組みを強化し、
「健診」「医療」「介護」の各種データを利活用した
的確な保健指導に取り組みます。

後期高齢者医療
特別会計

1億0,080万円 △300万円
後期高齢者医療制度の周知を図り、加入者が安心
して充分な医療を受けられるように、関係機関と
連携のうえ、制度の安定化に努めます。

介護保険
特別会計

9億3,266万円 △3,745万円

予防給付のうち訪問・通所介護を地域支援事業に
移行し、様々な介護予防や生活支援のためのサー
ビスを提供できるよう、町の実情に応じた「地域
包括ケアシステム」の構築を進めます。

下水道事業
特別会計

2億9,477万円 2,618万円

昨年度に引続き赤岩２区・舞木16区地内でサービ
ス管の整備を進め、供用開始区域を拡大するとと
もに、事業認可の変更を行い、下水道整備区域の
拡大を図る予定です。

平成28年度   特別会計予算の概要

早期完売に向けて取り組みを早期完売に向けて取り組みを
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そ
の
他
の
議
案

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
，８
９
１
万
４
，０
０

０
円
が
追
加
さ
れ
、
総
額

47
億
８
，８
８
３
万
１
，

０
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
で
は
、
法
人
町
民

税
・
普
通
交
付
税
・
国
庫

補
助
金
の
臨
時
福
祉
給
付

金
等
給
付
事
業
費
補
助
金

が
追
加
さ
れ
、
都
市
計
画

道
路
整
備
事
業
に
係
る
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
年
度
末
の

た
め
、
人
件
費
・
一
般
経

費
等
を
精
査
し
、
不
用
額

が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
総
務
費
で
は
財
政
調

整
基
金
積
立
金
等
が
追
加

さ
れ
、
民
生
費
で
は
障
害

者
自
立
支
援
事
業
等
が
減

額
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
８
，３
９
６
万
５
，０
０

０
円
が
追
加
さ
れ
、
総
額

48
億
７
，２
７
９
万
６
，

が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
開

始
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
が

必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

事
業
費
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

項  目 補 正 額 補正後予算額

一般会計（第４号） 1,891万4,000円 47億8,883万1,000円

一般会計（第５号） 8,396万5,000円 48億7,279万6,000円

国民健康保険特別会計（第３号） △364万9,000円 16億5,260万3,000円

後期高齢者医療特別会計（第２号） △513万5,000円 9,974万5,000円

介護保険特別会計（第３号） △4,369万5,000円 9億2,079万7,000円

下水道事業特別会計（第３号） △712万0,000円 2億8,991万4,000円

水道事業会計（第４号）
収益的支出 163万9,000円 2億7,414万8,000円

資本的支出 607万0,000円 1億6,926万7,000円

平成27年度   一般会計・特別会計補正予算

千
代
田
町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

　

今
年
度
よ
り
群
馬
東
部
水
道
企
業
団
へ
職
員
派
遣
が

予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
企
業
団
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
と
の
整
合
性
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

０
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
で
は
、
地
方
消
費

税
交
付
金
が
大
幅
に
増
額

と
な
り
、
国
庫
補
助
金
で

は
地
方
公
共
団
体
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策
費

補
助
金
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

歳
出
で
は
、
減
少
傾
向

と
な
っ
て
い
る
総
務
費
の

減
債
基
金
へ
の
積
み
立
て

主
な
質
疑

問

こ
の
条
例
は
、
議
員

も
準
拠
す
る
も
の
か
。

答

議
員
・
特
別
職
に
つ

い
て
も
、
職
員
に
準
じ
ま

す
。

問

旅
行
雑
費
の
金
額
的

な
根
拠
は
。

答
近
隣
市
町
・
太
田
市
・

群
馬
県
の
金
額
を
参
酌

し
、
他
市
町
と
同
等
の
金

額
を
設
定
し
ま
し
た
。

問

食
卓
料
は
、
朝
食
・

昼
食
は
含
ま
れ
る
か
。

答

宿
泊
を
伴
う
場
合
の

船
賃
・
航
空
賃
に
関
す
る

も
の
で
、
利
用
中
に
食
事

の
時
間
も
あ
り
ま
す
の
で

支
出
す
る
も
の
で
す
。
他

の
も
の
は
対
象
外
で
す
。

早期に開通が望まれる赤岩・新福寺線早期に開通が望まれる赤岩・新福寺線
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人権擁護委員の推薦に同意
任期満了に伴う人権擁護委員の推薦につい
て、意見を求める諮問が提出され、同意し
ました。

家中 節子氏
（千代田町大字上五箇　再任）

知 事 感 謝 状
　４名の議員が、議会議員として地域の発
展と住民福祉の増進に尽力し、地方自治の
振興に寄与されたことにより、群馬県知事
から感謝状が贈呈されました。

自治功労者特別表彰
　この度、青木國生議員が永年にわた
り議会議員として、地方自治の振興発
展に寄与された功績が認められ、群馬
県町村議会議長会から自治功労者特別
表彰を受けられました。

　

小
中
学
校
施
設
の
一
部
開
放
に
つ
い
て
、
土
曜
日
の

開
放
時
間
、
開
放
施
設
の
名
称
や
屋
外
照
明
設
備
の
開

放
日
等
を
、
実
際
の
使
用
に
合
わ
せ
て
、
所
要
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
疑

問

年
間
登
録
団
体
へ

は
、
広
報
等
の
通
知
だ
け

で
な
く
、
個
別
の
通
知
が

必
要
と
考
え
る
が
。

答

年
間
登
録
団
体
と

は
、
８
人
以
上
か
つ
８
割

が
町
内
在
住
・
在
勤
と
し

て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

年
度
当
初
に
登
録
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
既
存

の
団
体
へ
は
年
度
当
初
の

登
録
時
に
周
知
を
し
て
い

ま
す
が
、
改
め
て
登
録
す

る
場
合
は
、
今
後
周
知
方

法
な
ど
検
討
し
て
い
き
た

い
。 千

代
田
町
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の

施
設
の
一
般
開
放
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例人事

黒澤兵司議員・細田芳雄議員・富岡芳男議員・柿沼英己議員 青木國生議員



審議議案と議員の賛否（第１回臨時会・定例会）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対、欠は欠席）※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対、欠は欠席）
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議　員　名 野
村 

智
一

髙
橋 

祐
二

坂
部 

敏
夫

襟
川 

仁
志

金
子 

孝
之

小
林 

正
明

柿
沼 

英
己

富
岡 

芳
男

細
田 

芳
雄

黒
澤 

兵
司

青
木 

國
生

福
田 
正
司

議決結果
（賛成：反対）

第１回臨時会
承認１号 専決処分事項の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承認（11：0）

議案１号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案２号 千代田町行政不服審査会条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案３号 千代田町職員等の旅費に関する条例の全部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案４号 千代田町課設置条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案５号 千代田町情報公開条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案６号 千代田町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（10：1）

議案７号 千代田町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案８号 千代田町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案９号 千代田町立小学校及び中学校の施設の一般開放に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案10号 千代田町奨学資金貸与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案11号 千代田町社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案12号 千代田町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案13号
千代田町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに
係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案14号 千代田町コミュニティプラントの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案15号 千代田町小口資金融資促進条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案16号 千代田町公共下水道条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案17号 平成27年度千代田町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案18号 平成27年度千代田町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案19号 平成27年度千代田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案20号 平成27年度千代田町介護保険特別会計補正予算（第３号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案21号 平成27年度千代田町下水道事業特別会計補正予算（第３号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案22号 平成27年度千代田町水道事業会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案23号 町道路線の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案24号 町道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案25号 平成28年度千代田町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案26号 平成28年度千代田町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案27号 平成28年度千代田町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案28号 平成28年度千代田町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案29号 平成28年度千代田町下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

諮問１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同意（11：0）
第１回定例会
議案30号 平成27年度千代田町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議　案　名



そこが聞きたいそこが聞きたい

３議員が登壇３議員が登壇 一般質問
一般質問とは、議員の立場から、町長や町の各行政機関の長に対する町政運営全般
における事務執行の状況や、将来に対する方針等について所信をただし、あるいは、
報告・説明を求め、または疑問を問いただすことをいいます。

ページ 質　問　者 質　問　項　目

13 坂部　敏夫
①高等学校の設置について
②視察研修について

14 小林　正明
①いじめ・不登校の現状と対応策について
②中１ギャップについて
③小１プロブレムについて

15 黒澤　兵司
①住基カード廃止について　”町民に知らせず終わるのか”
②今後の社会資本投資事業は
③大谷町長の今の心境を伺いたい
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一
般
質
問　

坂
部 

敏
夫
議
員
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か
ら
通
学
す
る
状
況
が
で

き
て
い
ま
す
。

問　
今
後
高
校
へ
進
学
す

る
想
定
人
数
は
。

教
育
長　
平
成
27
年
度
の

中
学
校
卒
業
予
定
者
数
は

１
１
３
人
で
す
。

　

現
在
、
千
代
田
町
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
、
そ

れ
を
も
と
に
推
計
す
る
と

予
想
人
数
は
、
10
年
後
93

人
、
20
年
後
90
人
、
35
年

後
に
は
83
人
ま
で
減
少
し

ま
す
。

問　
応
募
者
が
殺
到
す
る

魅
力
あ
る
高
校
と
は
。

教
育
長　
具
体
的
に
は
、

産
業
技
術
・
専
門
性
・
先

進
性
・
グ
ロ
ー
バ
ル
性
・

英
語
教
育
と
い
う
点
で
高

校
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
い

問　
町
に
高
校
が
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

教
育
長　
一
番
の
理
由

は
、
通
学
の
利
便
性
・
交

通
機
関
の
問
題
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

問　
町
に
高
校
は
必
要
ま

た
は
不
要
と
考
え
る
か
。

教
育
長　
高
校
が
地
元
に

あ
っ
た
方
が
、
生
徒
が
通

学
す
る
場
合
に
近
く
て
便

利
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

問　
高
校
が
な
く
て
も
我

慢
を
し
て
い
る
理
由
は
。

教
育
長　
人
口
が
集
中

し
、
通
学
の
利
便
性
が
高

い
都
市
部
に
先
に
設
置
さ

れ
て
お
り
、
そ
こ
へ
周
辺

現状では町内の
高校設置は難しい

教育長

役
場
職
員
こ
そ
視
察
研
修
を

今
後
と
も
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い

総
務
課
長

高等学校を設置すべき

ま
す
。

問　
高
校
の
設
置
に
向
け

て
具
体
的
に
動
く
と
し
た

ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
進

め
れ
ば
い
い
か
。

教
育
長　
県
立
高
校
の
設

置
は
、
一
般
的
に
は
町
議

会
が
地
方
自
治
法
に
お
け

る
意
見
書
の
提
出
を
行

い
、
県
へ
要
望
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
町
独
自
の

町
立
高
校
は
、
財
政
面
や

先
生
の
確
保
な
ど
の
面
で

実
現
は
難
し
い
と
の
こ
と

で
す
。

　

現
在
、
群
馬
県
で
は
質

の
維
持
向
上
等
を
図
る
た

め
、
少
子
化
の
傾
向
と
合

わ
せ
て
、
高
校
の
統
合
の

話
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま

す
。

問　
役
場
職
員
の
視
察
研

修
を
充
実
さ
せ
る
考
え

は
。

総
務
課
長　
職
員
研
修

は
、
群
馬
県
町
村
会
や
邑

楽
郡
町
村
会
で
企
画
さ
れ

る
研
修
に
、
積
極
的
に
職

員
を
参
加
さ
せ
て
い
ま

す
。
ま
た
町
独
自
の
研
修

や
１
市
５
町
の
研
修
な
ど

も
受
講
を
さ
せ
て
い
ま

す
。

　

視
察
研
修
は
、
各
種
施

策
の
事
例
等
を
先
進
地
で

直
接
見
て
・
聞
い
て
・
肌

で
感
じ
る
な
ど
、
職
員
に

と
っ
て
非
常
に
有
効
か
つ

適
切
な
手
段
で
あ
る
と
考

え
、
議
会
の
視
察
研
修
に

職
員
を
同
行
さ
せ
る
な

ど
、
方
法
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

坂部 敏夫議員

西邑楽３町が要望し設置された 西邑楽高等学校西邑楽３町が要望し設置された 西邑楽高等学校
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問　
い
じ
め
防
止
対
策
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て

い
る
の
か
。

教
育
長　
道
徳
等
で
命
の

大
切
さ
や
思
い
や
り
、
い

じ
め
に
つ
い
て
考
え
る
授

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
早
期
発
見
・
早
期
対

応
と
し
て
、
生
活
ア
ン

ケ
ー
ト
を
毎
月
１
回
実
施

し
、
い
じ
め
が
疑
わ
れ
る

場
合
に
は
、
い
じ
め
ら
れ

た
子
供
か
ら
話
を
聞
く
と

と
も
に
、
い
じ
め
た
子
供

や
関
係
し
て
い
る
子
供
か

ら
も
詳
細
に
話
を
聞
き
、

必
要
に
応
じ
て
保
護
者
と

も
連
携
し
、
解
決
を
図
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
３
校

の
児
童
生
徒
代
表
に
よ
る

い
じ
め
防
止
会
議
「
千
代

田
サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催
し
、

い
じ
め
防
止
に
対
す
る
取

り
組
み
を
発
表
し
合
っ
た

り
、「
い
じ
め
防
止
宣
言
」

を
策
定
し
、
実
践
に
向
け

て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

て
い
ま
す
。

問　
不
登
校
対
策
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る

の
か
。

教
育
長　
不
登
校
対
策
と

し
て
は
、
児
童
生
徒
が
生

き
生
き
と
し
た
学
校
生
活

を
過
ご
せ
る
よ
う
に
配
慮

し
、
相
手
の
立
場
を
大
切

に
す
る
学
校
・
学
級
経
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
変
化
の
兆
候
が

あ
る
時
は
、
直
接
本
人
と

話
を
し
た
り
、
保
護
者
と

連
絡
を
と
り
合
っ
て
い
ま

す
。
学
習
面
の
不
安
を
無

く
す
た
め
、
個
々
の
児
童

生
徒
の
力
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
指
導
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
欠
席
が
続
き
、

不
登
校
傾
向
が
見
受
け
ら

れ
る
場
合
に
は
、
各
学
校

で
生
徒
指
導
部
会
や
教
育

相
談
部
会
等
で
状
況
を
共

有
し
、
家
庭
へ
連
絡
を
入

れ
た
り
、
家
庭
訪
問
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

問　
具
体
的
な
小
中
学
校

の
い
じ
め
・
不
登
校
の
件

数
は
ど
の
位
把
握
し
て
い

る
か
。

教
育
長　
平
成
26
年
度
で

は
５
件
ほ
ど
確
認
し
て
い

ま
す
。
平
成
27
年
度
で
は

現
在
ま
で
２
件
確
認
し
て

い
ま
す
が
、
と
も
に
解
消

済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
間
30
日
以
上
欠
席
し

て
い
る
不
登
校
児
童
生
徒

は
、
現
在
小
学
校
６
名
、

中
学
校
10
名
と
な
り
、
小

学
生
が
増
え
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
主
な
要
因
と
し

て
は
、
無
気
力
、
不
安
な

ど
の
情
緒
的
な
も
の
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

いじめのない学校づくり
を推進しています

教育長

いじめ・不登校の
　　対応策は充分か

問　
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
現

況
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
長　
小
学
校
か
ら
中

学
校
に
進
学
し
た
と
き
、

学
習
内
容
や
生
活
リ
ズ
ム

の
変
化
に
な
じ
む
こ
と
が

で
き
ず
、
不
登
校
や
い
じ

め
の
原
因
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
中
学

１
年
生
で
は
、
不
登
校
傾

向
の
生
徒
が
３
名
い
ま
す

が
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
以
外

の
要
因
と
し
て
捉
え
て
い

ま
す
。

一
般
質
問　

小
林 

正
明
議
員

小林 正明議員

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
が
原
因
の
い
じ
め
・
不
登
校
は
あ
る
か

現
在
あ
り
ま
せ
ん

教
育
長

いじめ防止について生徒同士で話し合う「千代田サミット」いじめ防止について生徒同士で話し合う「千代田サミット」



一
般
質
問　

黒
澤 

兵
司
議
員

千代田町議会だより「大河」  134号　平成28年４月25日発行15

黒澤 兵司議員

マイナンバーカードに
引き継がれます

町長

住基カードは
　　　　どうなるのか

問　
資
金
調
達
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　
各
施
設
の
関
係
す

る
各
種
補
助
金
や
後
年
度

交
付
税
措
置
の
あ
る
町
債

の
借
り
入
れ
を
行
い
、
財

源
の
確
保
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
住
基
カ
ー
ド
を
町
民

の
理
解
を
得
ず
に
終
わ
ら

せ
る
の
か
。

町
長　
平
成
27
年
１
月
よ

り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
及
び
発
行
が
ス

タ
ー
ト
を
し
た
こ
と
か

ら
、
住
基
カ
ー
ド
は
平
成

27
年
12
月
28
日
を
も
っ
て

発
行
を
終
了
し
ま
し
た
。

発
行
さ
れ
た
住
基
カ
ー
ド

は
、
発
行
日
か
ら
10
年
間

の
利
用
が
可
能
で
す
。
住

基
カ
ー
ド
の
機
能
を
有

し
、
拡
張
性
の
あ
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
代
替

さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
広

報
等
を
通
じ
て
制
度
周
知

に
努
め
ま
す
。

問　
計
画
の
趣
旨
は
。

町
長　
公
共
施
設
等
の
全

体
を
把
握
し
、
長
期
的
な

視
点
を
持
っ
て
更
新
・
統

廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
を

計
画
的
に
行
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
財
政
負
担
を

軽
減
・
平
準
化
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
最
適
な
配
置

を
実
施
し
、
時
代
に
即
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
千
代
田
町
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
を
策
定

す
る
も
の
で
す
。

問　
大
谷
町
長
の
今
の
心

境
は
。

町
長　
２
期
８
年
に
わ
た

り
町
の
発
展
を
願
い
な
が

ら
町
政
運
営
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
の
誘

致
や
第
五
次
総
合
計
画
の

策
定
等
、
町
発
展
の
礎
と

な
る
大
き
な
事
業
を
実
施

で
き
た
こ
と
や
、
ま
た
、

社
会
資
本
投
資
事
業
の
今
後
の
計
画
は

計
画
に
沿
い
、目
的
達
成
を
目
指
し
ま
す

町
長

耐
震
化
が
必
要
な
全
て
の

学
校
施
設
の
対
策
工
事
を

早
い
時
期
に
実
施
で
き
た

こ
と
や
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
を
創
設
し
た
こ

と
な
ど
、
私
の
思
い
を
形

に
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
新
し
い

リ
ー
ダ
ー
の
も
と
で
町
政

が
発
展
す
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

８
年
間
の
町
政
運
営
を
顧
み
て

私
の
思
い
を
形
に
で
き
ま
し
た

町
長

多くの方たちでにぎわう ジョイフル本田千代田店多くの方たちでにぎわう ジョイフル本田千代田店



襟川仁志（委員長）
野村智一（副委員長）
黒澤兵司
細田芳雄
柿沼英己

総務文教常任委員会総務文教常任委員会総務文教常任委員会総務文教常任委員会
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主
な
質
疑

問

信
号
機
の
接
触
防

止
用
ポ
ー
ル
が
車
の
運

転
に
邪
魔
だ
と
い
う
声

を
聞
く
が
、
ク
レ
ー
ム

は
来
て
い
る
か
。

答

ポ
ー
ル
の
取
り
換

え
は
し
て
い
る
が
、
邪

魔
だ
と
は
言
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
車
以
外
の
自

転
車
や
歩
行
者
の
通
行

の
安
全
の
た
め
に
必
要

な
所
に
設
置
し
て
い
る

の
で
、
ご
理
解
を
頂
き

た
い
。

問

地
方
創
生
の
千
代

田
町
総
合
戦
略
策
定
の

有
識
者
会
議
に
お
い
て

異
論
が
出
た
と
い
う

が
、ど
の
様
な
内
容
か
。

答

広
域
公
共
路
線
バ

ス
の
館
林
・
邑
楽
・
千

代
田
線
と
館
林
・
明
和
・

千
代
田
線
が
日
曜
・
祝

祭
日
運
休
と
な
っ
た
こ

と
を
受
け
て
、
そ
の
対

応
策
を
総
合
戦
略
に
盛

り
込
む
べ
き
だ
と
い
う

意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

運
転
手
不
足
に
よ
っ
て

運
休
に
至
っ
て
い
る
の

で
、
待
遇
改
善
に
よ
る

運
転
手
の
確
保
を
考
え

る
と
と
も
に
、
運
休
中

の
代
替
え
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
こ
と
を

盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

他
に
も
子
育
て
支
援

の
意
見
を
い
た
だ
き
、

小
中
学
校
と
連
携
し
て

検
討
す
る
こ
と
を
盛
り

込
み
、修
正
し
ま
し
た
。

問

個
人
住
民
税
の
特

別
徴
収
で
、
近
隣
の
市

町
と
比
較
す
る
と
千
代

田
町
は
納
付
書
に
納
税

金
額
が
印
字
さ
れ
て
い

な
い
。
今
後
一
斉
指
定

の
協
力
を
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
や
り
や
す
く
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

電
算
シ
ス
テ
ム
会

社
と
協
議
を
し
、
よ
り

良
い
や
り
方
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

≫主な所管事務について
総務課…マイナンバーカードの交付状況について
　　　　ケーブルテレビの開局の状況
　　　　ふるさと応援寄附金について

財務課…個人住民税の特別徴収の一斉指定について
　　　　町のたばこ税の手持品課税について
　　　　農業用の軽油の免税について

≫閉会中の継続調査について

総務文教常任委員会
　１年間の委員会活動を行った結果、視察研修や町内視察において調査したことや、昨年９月に豪雨によ
る鬼怒川の堤防決壊が起こり大きな被害となったことをうけて、執行部や関係機関と意見交換をし委員の
総意として、町に要望しました。
①避難場所について、より明確化すること（地区ごと）
②ゴムボートを早期に配備すること
③役場庁舎が水害時においても対策本部として機能するよう、非常用電源を確保すること
④子育てと教育に関する窓口を一本化すること（仮称「子ども課」など）
⑤学校施設に太陽光発電の設置を検討すること

▼

要望書を町長へ 提出しました提出しました

町からの報告事項

主な協議事項



金子孝之（委員長）
坂部敏夫（副委員長）
青木國生
富岡芳男
小林正明
髙橋祐二

福祉産業常任委員会福祉産業常任委員会福祉産業常任委員会福祉産業常任委員会
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主
な
質
疑

問

臨
時
福
祉
給
付
金

対
象
者
は
何
人
か
、
ま

た
申
請
さ
れ
て
い
な
い

人
は
い
る
の
か
。

答

対
象
者
は
現
在

１
，７
３
４
人
と
な
り
、

事
情
に
よ
り
申
請
も
で

き
る
だ
け
延
長
し
て
受

付
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

保
育
士
の
確
保
が

難
し
い
状
況
だ
が
、
近

隣
の
市
町
と
比
較
し
て

待
遇
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答

常
に
募
集
を
か
け

て
い
る
状
況
は
他
市
町

も
同
じ
で
あ
り
、
待
遇

に
関
し
て
も
近
隣
の
状

況
を
見
な
が
ら
改
善
し

て
い
ま
す
。

問

舞
木
土
地
区
画
整

理
組
合
の
換
地
処
分
は

い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

答

組
合
理
事
長
か
ら

「
換
地
処
分
を
進
め
る
」

と
の
話
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
の
で
、
近
々
動

き
出
せ
る
と
思
い
ま

す
。

問

農
地
中
間
管
理
事

業
の
現
状
は
。

答

事
業
の
実
績
と
し

て
は
あ
ま
り
進
ん
で
い

ま
せ
ん
が
、
農
地
の
大

部
分
が
既
存
の
貸
借
契

約
を
さ
れ
て
い
て
、
そ

の
契
約
を
事
業
に
振
替

え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問

新
規
工
業
団
地
造

成
の
進
捗
状
況
は
。

答

県
の
都
市
計
画
課

を
通
じ
て
、
近
々
関
東

農
政
局
と
再
協
議
が
始

め
ら
れ
そ
う
な
状
況
で

す
。

問

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン

ち
よ
だ
の
民
間
企
業
に

よ
る
分
譲
地
販
売
は
こ

れ
か
ら
も
続
け
る
の

か
。
ま
た
商
業
地
域
へ

の
企
業
進
出
見
込
み

は
。

答

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン

ち
よ
だ
は
、
い
く
つ
か

の
民
間
企
業
か
ら
問
い

合
わ
せ
も
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
早
期
完
売
を

目
指
し
た
い
。

　

商
業
地
域
は
、
進
出

の
確
定
は
し
て
い
ま
せ

ん
が
話
を
受
け
て
い
る

企
業
は
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。
全
区
画
一
括

購
入
し
て
い
た
だ
き
、

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
と
相

乗
効
果
が
あ
り
、
町
民

や
近
隣
の
方
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
企
業
が
良
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

≫主な所管事務について
住民福祉課…保育園と学童保育の申込み状況
　　　　　　戦没者特別弔慰金の受付状況
　　　　　　臨時福祉給付金の支給状況
環境保健課…館林厚生病院の新病棟開設について

経　済　課…ぐんまちゃん家
ち

での邑楽郡物産展の開催
報告

　　　　　　味シュラン第２弾の作成について
建設水道課…ふれあいタウンちよだ分譲状況
　　　　　　舞木土地区画整理組合の保留地処分状況
　　　　　　群馬東部水道企業団議会の開催結果

≫閉会中の継続調査について

福祉産業常任委員会
　平成27年度の重点調査項目を子ども子
育て支援施策の充実と決定し、先進地視
察や町内視察を実施した結果、町に対し
次の２項目を要望しました。
①質の高い保育サービスの提供のため、
保育士を増員すること

②切れ目のない子育て支援を図るため、
窓口を一本化すること

町からの報告事項

主な協議事項

▼

要望書を町長へ 提出しました要望書を町長へ



委
員
長　

小
林　

正
明

副
委
員
長　

森　
　

雅
哉

委　
　

員　

髙
橋　

祐
二

委　
　

員　

川
田　

延
明

委　
　

員　

大
谷　

純
一

委　
　

員　

橋
本　

和
之

委　
　

員　

酒
巻　

広
明

委　
　

員　

大
澤　

成
樹

千
代
田
議
会
だ
よ
り

発
行
／
千
代
田
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

〒
370-0598　

群
馬
県
邑
楽
郡
千
代
田
町
大
字
赤
岩
1895-1

TEL／
0276-86-2111（

代
）

N
o
.1
3
4

３
月

定
例

会
平
成
２
8
年
４
月
２
５
日
発
行

議会広報編集委員会
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会議録は町のホームページからご覧になれます

今号今号の表紙表紙
“元気に帰ってきてね”
３月９日、東・西保育園の年長児が、サケの稚魚
を放流しました。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。

詳しくは議会事務局まで　 （86）7009

議会を傍聴しませんか？

18

代表者 森　冨子さん（赤岩）
　千代田町俳句会は、会員９
名で、森冨子さんを中心に、
松本夜

よ

詩
し

夫
お

先生指導のもと活
動しています。
　月に１度、各自で考えた句
を持ち寄り、先生から佳作・
特選などの評価及び講評をい
ただきます。また、各自でも
感想を言い、和気あいあいと
した雰囲気のなか、活動して
います。
　みなさんが、｢やっててよ
かった｣、｢心の支え｣ と話さ
れていたのが印象的でした。今年で28年目、仲良くずっと続けることが目標です。
　興味のある方は、ぜひご参加ください。

次回の定例会は、

６月９日（木）～６月16日（木）の予定です
　　　　（一般質問は初日の午前９時からです）

18

千代田町の

元気の源
Vol.28

　　　　　　千代田町俳句会　　　　　　千代田町俳句会


